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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

秋
季
大
祭 

挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
フ
ァ
ル
タ
ス
ご

機
嫌
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

昨
日
ま
で
の
雨
天
と
違
い
、
秋

晴
れ
の
な
か
、
令
和
六
年
の
大
本

名
古
屋
分
苑
秋
季
大
祭
な
ら
び
祖

霊
合
同
慰
霊
祭
を
、
本
部
よ
り
青

年
部
長
穴
井
賢
太
郎
様
に
お
越
し

頂
き
、
皆
様
と
共
に
盛
大
に
執
り

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
の
連
続
で
、

教
主
さ
ま
は
胃
腸
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
さ
れ
九
月
下
旬
ま
で
入
院
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
月
六
日

の
千 

玄
室
さ
ま
の
長
生
殿
献
茶

式
に
は
、
映
像
で
元
気
な
お
姿
を

拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

小
林
本
部
長
は
、
九
月
二
十
七

日
か
ら
脳
出
血
で
入
院
治
療
中
で

す
が
、
ご
無
事
で
復
帰
さ
れ
ま
す

よ
う
に
ご
祈
願
を
継
続
し
て
い
ま

す
。 十

八
日
の
お
香
良
洲
神
社
石
碑

建
立
記
念
祭
典
で
は
教
主
さ
ま
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
東
は
関
東
教
区

の
方
か
ら
南
は
南
九
州
の
方
々
が
、

雨
の
中
参
拝
に
お
見
え
に
な
り
、

無
事
に
祈
念
碑
の
除
幕
が
下
ろ
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
れ
で
、
大
本
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
た
神
社
は
出
雲
大
社
、
香
良

洲
神
社
と
二
つ
の
神
社
と
な
り
ま

し
た
。 

教
主
さ
ま
よ
り
東
海
教
区
に
お

玉
串
を
頂
き
、
大
神
様
に
お
供
え

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
早
く
か
ら
案
内
係
等

で
お
世
話
頂
い
た
だ
い
た
方
々
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

九
月
二
十
八
・
二
十
九
日
の
葬

祭
研
修
会
と
祭
式
講
習
会
に
延
べ

二
十
八
人
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

ま
し
た
。 

祭
式
を
受
講
し
て
頂
い
た
方
で
、

初
心
者
の
方
に
実
技
の
要
領
を
丁

寧
に
教
え
て
い
た
人
の
姿
を
見
て

い
ま
し
た
ら
、
微
笑
ま
し
く
な
り

ま
し
た
。
挨
拶
の
後
、
認
定
書
の

授
与
を
行
い
ま
す
。 

信
仰
覚
書
七
巻
の
真
神
の
教
は

万
古
不
易
の
中
で
、
「
霊
地
へ
お

参
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

気
で
参
れ
ば
、
か
な
ら
ず
そ
こ
の

神
霊
に
通
ず
る
も
の
で
す
。
よ
し
、

そ
の
気
で
参
ら
な
い
に
し
て
も
、

そ
こ
の
霊
気
に
は
必
然
的
に
ふ
れ

る
の
で
す
か
ら
結
構
で
す
。 

気
持
ち
で
常
に
神
へ
向
か
っ
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
信
仰
の
よ
わ
い

間
は
、
そ
の
程
度
が
ご
く
稀
薄
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
形
の
上
か
ら
で

も
人
間
は
大
い
に
引
き
ず
ら
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
あ
る
霊
地
に
て
、

あ
る
形
式
に
よ
り
修
業
す
る
時
は
、

内
的
へ
も
必
然
に
影
響
を
う
け
て
、

い
く
分
か
前
と
は
変
わ
っ
た
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。 

第
一
義
の
大
本
、
す
な
わ
ち
真
神

の
教
は
万
古
不
易
で
す
。 

人
間
的
大
本
は
、
第
一
義
の
大
本

へ
の
踏
台
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
他
の
宗
教
に
比
し
て
、
た
し

か
に
、
よ
り
よ
き
踏
台
で
あ
る
こ

と
が
分
か
れ
ば
、
こ
れ
を
信
ず
る

こ
と
は
こ
の
上
も
な
い
結
構
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。
他
の
宗
教
と
比

較
し
て
、
た
し
か
に
よ
り
よ
い
踏

台
で
あ
る
か
否
か
は
、
各
自
の
深

刻
な
体
験
比
較
に
よ
っ
て
で
な
く

て
は
分
か
り
ま
せ
ん
。 

簡
単
に
、
一
時
的
外
形
や
感
情
に

よ
っ
て
決
定
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
で
す
。 

知
恵
や
技
術
よ
り
も
心
が
け
で
あ

る
。
」
と
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。 本

日
の
秋
季
大
祭
と
祖
霊
合
同

慰
霊
祭
に
ご
参
拝
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

十
月
五
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
四
名 

 

斎
主 

 
 

見
田
す
み
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

進
行 

 
 

五
十
川
松
子 

●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

十
月
十
三
日
（
日
）
、
津
島
支

部
の
月
次
祭
終
了
後
に
植
樹
地
へ

移
動
し
、
十
三
時
よ
り
休
憩
を
挟

み
一
時
間
半
、
草
引
き
献
労
作
業

を
行
っ
た
。
清
々
し
い
気
候
に
恵

ま
れ
、
気
持
ち
良
く
作
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

参
加
者 

妹
尾
正
治 

飯
田
和
彦 

 
 
 
 

竹
生 

亨 

日
比
達
朗 

 

瓜
生
秀
明 

報
告 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

ほ
ほ
え 

ば
ん
こ
ふ
え
き 
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●
秋
季
大
祭
・
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

 
十
月
二
十
日
（
日
）
に
大
神
様

斎
主
・
高
嶋
善
雄
分
苑
長
、
慰
霊

祭
斎
主
・
近
藤
哲
史
財
務
部
長
の

も
と
、
本
部
よ
り
穴
井
賢
太
郎
青

年
部
長
を
お
迎
え
し
て
厳
粛
に
執

行
さ
れ
、
祭
典
後
に
は
八
雲
琴

「
百
枝
の
松
」
が
奉
納
さ
れ
た
。 

直
会
後
、
穴
井
賢
太
郎
青
年
部

長
に
よ
る
講
話
「
大
本
青
年
部
の

あ
ゆ
み
～
発
足
六
十
年
を
迎
え
て
」

を
聴
講
し
た
。
引
き
続
き
、
誠
心

会
に
よ
り
恒
例
の
福
引
が
行
わ
れ
、

神
饌
物
の
お
下
が
り
の
鯛
、
お
餅
、

お
神
酒
の
景
品
が
当
選
者
に
渡
さ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

執
行
委
員
長 

 
 

久
野
武
男 

執
行
副
委
員
長 

 

堀
健
太
郎 

参
拝
者
八
十
二
名 

（
大
祭
関
係
者
含
む
） 

☆
前
日
は
十
時
か
ら
直
心
会
・
準

備
委
員
に
よ
り
分
苑
の
清
掃
・
祭

典
準
備
が
行
わ
れ
た
。 

●
分
苑
誠
心
会 

綾
部
献
労
奉
仕 

十
月
二
十
六
日
午
後
か
ら
金
龍

海
の
大
八
洲
、
二
十
七
日
は
朝
か

ら
冠
島
・
沓
島
の
刈
草
除
去
を
行

い
ま
し
た
。
刈
草
を
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
る
時
、
作
務
衣
に
引
っ
付

き
虫
が
多
量
に
く
っ
つ
き
除
去
が

大
変
で
し
た
。 

午
後
か
ら
は
例
祭
に
参
拝
い
た

し
ま
し
た
。 

参
加
者 

石
原
松
生 

畠
山
茂 

小
林
清
人 

鈴
木
克
彦 

 

日
比
達
朗 

高
嶋
善
雄 

        

 

 

行
事
予
定 

十
一
月
十
七
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

十
二
月
七
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

 

総
代
会
（
令
和
七
年
度
予
算
） 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話
【
凸
凹
夫
婦
】 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

我
が
家
は
凸
凹
夫
婦
で
あ
る
、

と
云
っ
て
も
ど
っ
ち
が
凸
で
ど
っ

ち
が
凹
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。 

奥
さ
ん
は
綺
麗
好
き
で
、
有
っ
た

物
は
元
の
所
に
な
い
と
気
が
済
ま

な
い
様
だ
、
一
方
じ
い
じ
は
遣
り

っ
放
し
で
、
さ
っ
き
ま
で
持
っ
て

い
た
物
を
探
し
回
る
事
し
ば
し
ば

で
あ
る
。 

奥
さ
ん
は
お
お
ら
か
性
分
で
「
明

日
は
明
日
の
風
が
吹
く
♬
」、
だ

が
、
じ
い
じ
は
見
た
目
以
上
に
神

経
質
で
、
つ
い
余
計
な
心
配
を
し

て
し
ま
う
。 

し
か
し
よ
く
考
え
る
と
、
こ
れ
が

夫
婦
円
満
の
秘
訣
か
も
知
れ
な
い
。 

二
人
と
も
神
経
質
だ
と
息
が
詰
ま

っ
て
し
ま
う
、
と
云
っ
て
二
人
と

も
「
ど
こ
吹
く
風
」
で
は
我
が
家

の
（
妹
尾
丸
）
も
何
処
へ
辿
り
着

く
か
分
か
っ
た
物
で
な
い
。 

じ
い
じ
は
、
こ
の
理
論
を
数
学
的

に
解
明
し
よ
う
と
考
え
た
。 

凸
と
い
う
形
に
は
六
つ
の
角
が
存

在
す
る
、
一
方
凹
と
云
う
形
に
も

六
つ
の
角
が
有
る
。 

凸
と
凸
が
く
っ
つ
く
と
、
角
は
十

二
個
か
ら
八
つ
に
減
少
す
る
が
、

ま
だ
ま
だ
角
張
っ
て
い
る
、 

凹
と
凹
が
く
っ
つ
く
と
、
角
は
十

二
個
か
ら
四
つ
ま
で
減
少
す
る
が
、

中
に
大
き
な
空
洞
が

出
来
て
し
ま
う
。 

矢
張
り
凸
と
凹
が
く

っ
つ
く
の
が
一
番
良
い
、
角
は
四

つ
に
減
り
空
洞
も
無
い
。 

奥
さ
ん
が
怒
り
狂
っ
た
時
に
は
ひ

た
す
ら
暴
風
が
過
ぎ
去
る
の
を
待

つ
・
・
こ
ち
ら
の
怒
り
が
沸
き
起

こ
っ
て
も
ひ
た
す
ら
忍
耐
の
限
り

を
尽
く
す
。 

仲
良
く
や
っ
て
い
く
の
に
は
、
互

い
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
暮
ら
し

て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
家
の

山
の
神
の
一
言
が
全
て
で
あ
る

『
家
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
の
は

私
が
辛
抱
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
』

こ
の
一
言
に
は
マ
イ
ッ
タ
・
・
・

じ
い
じ
で
あ
る
。 

忍
び
草 

半
田
会
合
所 

森
川
光
男 
毘
古 

享
年 

七
十
歳 

令
和
六
年
八
月
二
十
四
日
帰
幽 

城
北
分
所 

 

宣
伝
使 

永
田
順
一 

毘
古 

享
年 

八
十
歳 

令
和
六
年
十
月
十
五
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 


